
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

更

新

○

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

師

の

研

修

及

び

業

務

従

事

者

に

生

活

衛

生

課

対

す

る

講

習

の

指

定

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

岡

山

県

収

入

証

紙

売

り

さ

ば

き

人

の

指

定

の

取

会

計

課

消

し

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

平

成

二

十

六

年

度

砂

利

採

取

業

務

主

任

者

試

験

河

川

課

の

実

施

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
一
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

北
興
化
学
工
業
株
式
会
社

住
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
四
丁
目
４
番

号
2
0

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

中
島

喜
勝

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
北
興
化
学
工
業
株
式
会
社
岡
山
工
場

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
胸
上

番
地

4
0
2
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止

46－イ 水洗施設 46－イ 水洗施設
Ｒ－６－１１ Ｒ－６－１１種 類

能 力 8.0㎥／ｈ 8.0㎥／ｈ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに -

工 事 完 成 予 定 年 月 日 着手後直ちに -

使 用 開 始 予 定 年 月 日 完成後直ちに -

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 連続24時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 3.9 4.7 3.9 4.7
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 0.5～2.5 0.5～2.5 6～14 6～14
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 400 300 400
常の量及び最大
の量 Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 33 57 33 57

油 分（㎎／ℓ） 32 41 32 41

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 1,133 2,783 1,133 2,783

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 6 6 6 6

大腸菌群数 個／㎤ - - - -（ ）

ふっ素（㎎／ℓ） - - - -

ほう素（㎎／ℓ） - - - -

ベンゼン（㎎／ℓ） - - - -

- - - -ジクロロメタン（㎎／ℓ）

チウラム（㎎／ℓ） - - - -

- - - -1,4-ジオキサン（㎎／ℓ）

アンモニア，アンモニウ
- - 453.2 1113.2ム化合物，亜硝酸化合物

及び硝酸化合物（㎎／ℓ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成26年９月５日から同月26日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

日
の
出
薬
局
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
店

倉
敷
市
水
江
一

平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
三
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
及
び
同
法
第
八
条
の
三
に
規
定
す
る
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
を
次
の
と
お
り

指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

主
催
者
等
の
名
称
及
び
所
在
地

１

主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号

２

会
場
の
運
営
及
び
設
営
の
窓
口
と
な
る
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

岡
山
市
北
区
石
関
町
二
番
一
号

岡
山
県
総
合
福
祉
会
館
七
階

電
話
番
号
（
〇
八
六
）
二
二
二

三
五
九
八

－

二

研
修
又
は
講
習
の
開
催
年
月
日
及
び
場
所

１

開
催
年
月
日

平
成
二
十
七
年
一
月
十
一
日
（
日
曜
日
）

２

場
所

岡
山
市
北
区
石
関
町
二
番
一
号

岡
山
県
総
合
福
祉
会
館

三

研
修
又
は
講
習
の
科
目
及
び
時
間

１

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修

ア

衛
生
法
規
及
び
公
衆
衛
生

一
時
間

イ

洗
濯
物
の
受
取
、
保
管
及
び
引
渡
し

一
時
間

ウ

洗
濯
物
の
処
理

一
時
間

エ

繊
維
及
び
繊
維
製
品

一
時
間

２

業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習

ア

衛
生
法
規
及
び
公
衆
衛
生

一
時
間

イ

洗
濯
物
の
受
取
、
保
管
及
び
引
渡
し

一
時
間

ウ

洗
濯
物
の
処
理

一
時
間

エ

繊
維
及
び
繊
維
製
品

一
時
間
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四

受
講
料

１

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修

五
千
円

２

業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習

四
千
五
百
円
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

七
曲
井
原
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

井
原
市
高
屋
町
字
市
場
一
四
九
八
番
八
地
先
か

七
・
八

ら

一
〇
・
〇
～

井
原
市
高
屋
町
字
市
場
一
四
九
九
番
三
地
先
ま

一
一
・
四

新

で井
原
市
高
屋
町
字
市
場
一
四
九
八
番
八
地
先
か

七
・
八

ら

九
・
四
～

井
原
市
高
屋
町
字
市
場
一
四
九
九
番
三
地
先
ま

九
・
六

旧

で
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

七
曲
井
原
線

井
原
市
高
屋
町
字
市
場
一
四
九
八
番
八
地
先
か
ら

平
成
二
十
六

井
原
市
高
屋
町
字
市
場
一
四
九
九
番
三
地
先
ま
で

年
九
月
五
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
六
年
八
月
二
十
五
日
付
け
で
、
次
の
岡
山
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

売

り

さ

ば

き

人

売

り

さ

ば

き

場

所

名
称
及
び
代
表
者

所

在

地

の
氏
名

－

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
二

岡
山
西
農
業
協
同
組
合

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
二
九
五
五

九
五
五

一

六
条
院
支
店

支
店
長

一

－

渡
辺

豊
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〔
四
一
四
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ダ
イ
キ
総
社
東
店
・
宮
脇
書
店
総
社
店

所
在
地

総
社
市
井
手
字
出
張
一
一
一
三

一
ほ
か

－

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

ダ
イ
キ
株
式
会
社

(1)

住
所

愛
媛
県
松
山
市
美
沢
一
丁
目
九

一

－

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

小
島

正
之

名
称

有
限
会
社
ヒ
ロ
シ
ゲ
文
庫

(2)

住
所

総
社
市
井
手
一
〇
四
九

一

－

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

三
宅

誠
一

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
代
表
者
の
氏
名

(1)

ダ
イ
キ
株
式
会
社

（
変
更
前
）
代
表
取
締
役

髙
橋

宰

（
変
更
後
）
代
表
取
締
役

小
島

正
之

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
代
表
者
の
氏
名

(2)

ダ
イ
キ
株
式
会
社

（
変
更
前
）
代
表
取
締
役

髙
橋

宰

（
変
更
後
）
代
表
取
締
役

小
島

正
之

４

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
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二

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
五
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
一
月
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
四
一
五
〕
砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
六
年
度
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
場
所

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
一
番
一
〇
号

岡
山
衛
生
会
館

第
二
会
議
室

二

試
験
期
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

三

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
四
日
ま
で
（
郵
送
又
は
信
書
便
の
場
合
は
、
同

日
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る

）
。

四

受
験
願
書
の
提
出
先

郵
便
番
号

七
〇
〇

八
五
七
〇

－

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
土
木
部
河
川
課

五

受
験
手
数
料

八
、
〇
一
〇
円
（
受
験
願
書
に
相
当
額
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ
と

）
。

六

そ
の
他

１

受
験
願
書
等
及
び
試
験
実
施
案
内
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
河
川
課
、
各
県
民
局
建
設
部
（
各
地

域
事
務
所
を
含
む

、
岡
山
市
都
市
整
備
局
河
川
港
湾
課
及
び
倉
敷
市
建
設
局
土
木
部
土
木
課

。
）

で
交
付
す
る
。

－
－

２

受
験
手
続
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
県
土
木
部
河
川
課
（
電
話
〇
八
六

二
二
六

七
四
七
八
）
又
は
各
県
民
局
建
設
部
（
各
地
域
事
務
所
を
含
む

）
に
行
う
こ
と
。

。
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〔
四
一
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
八
重
二
四
四

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
里
見
九
七
五
八

五

－

安
田

知
行

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
二
八
号
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